
古代 ギ リシア研 究 にお け るパ ソコン利用

      北  野  雅  弘

序

1 スタンドアローンのソフ トウェア

2 WEB上 のデータベ―ス

3 ラテン語

結

序

 人文科学におけるパ ソコンの利用は、個別作家のフルテキス ト・データベースがさまざまな形で

利用できるようになったことによって飛躍的に拡大 した。そうしたデータベースの作成 は、日本で

は、千葉大学の倫理学研究室を中心 としたへ一ゲル全集の電子化 （1）、静岡大学の浜渦辰二 を中心 と

した 「フッサール・データベース作成委員会」によるフッサール・データベース （2）が早 くか ら公開・

実用化 されていたが、海外で も、文学作品、哲学の著作を中心 として、様々な全文テキス トデータ

ベースが公開されてきた。

 そのなかで特 に傑出した試みにThesaurus Linguae Graecae（3） （以下TLG） がある。 TLGは 、

特定の作家の全集テキス トを電子的に提供するに留 まらず、古代のギリシア語のすべての文献に、

年代 （世紀単位）、ジャンル、出身地 という著者の書誌情報、典拠テキス ト、ページ、行情報を加え

たフルテキス トデータベースだからである。

 現在CD-ROMと して リースされているヴァージョンDに おいて、既 に紀元600年 までの主要な

著者は含 まれ、ギ リシア語データベースとして実用に堪えるものになっているが、現在では、紀元

600年 までのすべてのギ リシア語テキス トと、1453年 までのギ リシア語 テキス トの多 く、総計7500万

語が追加されたデータベースがすでに存在 してお り、その成果は新 しいVersion EのCDと して99

年の秋 に出荷 されることになっていた（4）。

 その後、TLGは ビザンチン及び ビザンチン以降のギ リシアテキス トすべてを含む ものにな り、将

来的にはウェブ上での利用にも対応する予定である。

 この報告では、（1） ギリシア研究・教育 に特化 した単品型 のソフ トウェア、データベース、（2）

WEB上 のデータベースサイ ト、 （3）古典 ラテン語関係のデータベース、諸 ソフ トの紹介を行 う。

（1）に関 してはTLG検 索ソフ トウェア と、 Perseus、 DCBな どの二次文献・マルチメディアデー

タベースを、（2）ではWEB上 のギリシア研究 リソースの代表的なものを、その利用方法 とともに

紹介する。

 筆者の研究環境がマッキントッシュであること、アメリカを筆頭 にギ リシア研究者にはマック

ユーザーが多い ことか ら、この報告はマッキン トッシュを中心 としたものになる（5）が、ウィン ドウ

ズ環境で も、ソフ トウェアは異なるものの、出来 ることは基本的には同じである。なお、Linux等

のUNIX系OSの 日本語ヴァージ ョンはまだギ リシア語の利用 に関 して本格的な段階には至って

いないようである （6）。



1 ス タ ン ドア ロー ンの ソ フ トウ ェ ア

1.1 TLG、 PHl＃7検 索

 パ ソ コ ン を利 用 し た ギ リ シア 研 究 の 方 法 の 日本 語 に よ る紹 介 は、 『西 洋 古典 学 研 究 』40巻 に お け る

片 山英 男 の 、Luci Berkowitz and Karl A. Squitier, Thesaurus Linguae Graecae Canon of Greek

Authors and Works, third edition（Oxford University Press,1990） へ の 書 評 に端 を発 す る （7）。 こ

れ はTLGのCanon Bookへ の 書 評 とい う体 裁 を採 る もの の 、 実 際 は、 DOSと マ ック で のTLGの

利 用 環 境 に つ い て の報 告 だ った 。

 片 山 書 評 はTLGの ヴ ァー ジ ョ ンDが 公 開 され た 直 後 の もの だ っ た が 、TLG用 ソ フ トウ ェ ア の 利

用 環 境 は現 在 で も余 り変 化 は な い 。DOSお よび ウ ィ ン ドウ ズ対 応 の ソ フ トウ ェ ア が 登 場 し、マ ック

用 の ソ フ トウ ェ ア の ア ップ デ ー トが あ っ た 程 度 で あ る。

 TLGで 採 用 され て い る符 号 シ ス テ ム で あ るべ 一 タ フ ォー マ ッ トは、エ ス ケ ー プ シ ー クエ ンス を用

い る こ とに よ り、 ギ リシア 文 字 、 ロ ー マ 字 、 規 則 記 号 や ア ク セ ン トだ け で な く、 お よ そ古 典 文 献 の

記 録 に利 用 され る す べ て の 文 字 を コ ー ド化 し て い る。

 1972年 に始 ま っ たTLGの プ ロ ジ ェ ク トに は、ギ リシア 語 表 示 ・検 索 用 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 は含 ま

れ て い な い。TLGの た め の ソ フ ト と し て は マ ッ ク 用 に は、 任 意 の テ キ ス トを 取 り 出 すTLG

-ENGINE（8）
、任 意 の 作 者 に つい て 分 類 （lemmatization） を行 っ た上 で 引 用 と頻 度 、相 互 参 照 を伴 っ

た 語 彙 一 覧 （Concordance） を 自動 で 作 り出 す ソ フ トLexis（9）、 HyperCardを 利 用 し た検 索 用 ス タ ッ

クPandora（10 ） と、独 立 の検 索 ソ フ トウ ェ アSNS-GREEK＆LATIN（11） が あ り、ウ ィ ン ドウ ズ 用

の ソ フ トウ ェ ア と して は コ ン コ ー ダ ン ス 作 成 と検 索 用 の ソ フ ト ウ ェ アTLG WORKPLACE（12）

と、 検 索 に特 化 した ソ フ トウ ェ アMUSAIOS（13） が あ る。 これ らの検 索 用 ソ フ トウ ェ ア は い ず れ も

検 索 結 果 を外 部 フ ァ イル に書 き出 す 機 能 を持 つ（14）。

 これ ら の ソ フ トウ ェ ア の うち 、 す で に

TLG-ENGINE, Pandora, SNS

-GREEKに つい て は片 山 書 評 に 基 本 的

な機 能 の 紹 介 が あ り、 現 在 の ヴ ァー ジ ョ

ンで は検 索 速 度 の 向 上 、PHI CD-ROM

へ の 対 応 な ど、 若 干 の機 能 の 向 上 が あ る

が 、 基 本 的機 能 は変 わ って い な い。

 ウ ィ ン ドウズ 用 の 二 つ の ソ フ トウ ェア

も、 検 索 ・ブ ラ ウ ズ とい う基 本 機 能 に関

し て は大 き な 違 い は な い 。 図 （1）はTLG

Workplaceの 検 索 画 面 で あ るが 、著 作 を

閲 覧 す る こ と も、 テ キ ス トや検 索 結 果 を

外 部 フ ァイ ル に書 き 出 す こ と も可 能 で あ

る。 また 、TLG-Workplace固 有 の機 能

と して 、別 売 のLiddell-Scott Intermedi-

ate Dictionaryお よびLouw and Nida

Greek-English Lexiconと の連 携 （た だ

図（1）TLG Workplaceの 検 索 画 面

   （MenanderでY∈ λoし-を検 索 ）

し変化形か らの入力は不可）、Perseusサ イ ト （後述）を利用 した変化形分析がある。別売の辞書 を

購入しな くとも、後者 を利用して、テキス トに現れた形か らインターネット経由で辞書の定義を参



照することが出来 る。

 TLG検 索用のソフ トにおいては、特定の作者、時代、作者の属するジャンルによって絞 り込んだ

対象 （15）に対 しても、TLG全 体 に対 して も検索を行 うことができ、プール演算を利用 した複数語彙

の検索 も可能である。また、ワイル ドカー ド検索、アクセントや気息記号 を無視 した検索は可能だ

が、TLGは 文法的解析 を伴 うデータベースではないので 「ある単語のすべての変化形」を直接検索

することはできない。

 この点に特化 したソフ トがLexisで ある。 ここで、片山報告の時点ではまだ存在 しておらず、他

のソフ トウェアと若干目的の違 うLexisに ついて少 し補ってお く。Lexisは 任意のTLGの テキス

トをまずLexisの 形式 にコンヴァー トし、 そこか ら単語 を取 り出し自動で分類 を行って語彙一覧

（lexigue）を作成 し、さらにコンコーダンスを作 り、それ らを外部 ファイルに書 き出す機能を持つ。

また、TLGの 各テキス トを作品単位で外部

ファイルにすることもで きる。分類、語彙

一覧の作成 にはLexisに 付属 す る変化形

辞典 （四万語）を用いるが、この辞典 は利

用者が編集することもで きる。

 た とえばメナンドロスの 「楯」の語彙一

覧 とコンコーダンスから、面δ∈てcに関する

部分を示す と、語彙一覧では図（2）のように

示されている。

図（2）Lexiqueに お け るoUsEtS

コ ン コー ダ ン ス で は こ れ が 図 （3）の よ う に示 され る。

図（3）Concordanceに お け るOOδdC



 TLGで 全 く別 の 単 語 と して 扱 わ れ て い たo心 δ∈てSの 様 々 な 変 化 形 が 、 Lexis付 属 の 辞 書 に よ って

同 じ単 語 で あ る と認 識 され 、 そ れ に従 っ て 語 彙 一 覧 や コ ン コー ダ ン ス が 作 られ て い る 。 辞 書 は語 尾

変 化 を認 識 す る だ けの か な り簡 単 な もの だ が 、 自動 認 識 の 結 果 に不 満 な ら、 自 分 で 編 集 し直 し、 あ

るい は語 彙 一 覧 の作 成 に際 して 手 を加 え る こ と もで き る 。Lexis上 で ギ リシ ア語 を入 力 し、検 索 等 の

作 業 を行 う こ と もで き るが 、 この ソ フ トは あ くまで もコ ン コ ー ダ ンス 作 成 が メ イ ン な の で 、検 索 機

能 自体 は それ ほ ど優 れ て い るわ け で は な い。

 PHIはPackard Humanities Institute（16）が頒 布 して い る二 種 類 の テ キ ス トデ ー タベ ー スCD

－ROMで
、＃5.3は ラ テ ン語 著 作 の 、＃7は ギ リシ ア の 碑 文 とパ ピ ュ ロ ス の 本 文 デ ー タ ベ ー ス で あ る。

パ ピ ュ ロ ス の 編 集 はDuke Universityな どが 、 碑 文 の編 集 はCornell Universityが お こ な っ て い

る。TLG用 の検 索 ソ フ トの 多 くはPHIの 二 つ の デ ィス ク に も一 応対 応 して い る。

1.2 ギ リシ ア 文 字 の 表 示

 TLG自 体 は べ ータ フ ォー マ ッ トで ギ リシ ア語 テ キ ス トを表 現 して い るの だ が 、上 記 の ソ フ トウ ェ

ア はい ず れ も ギ リ シア文 字 を用 い る。 ギ リ シ ア文 字 の フ ォ ン トは、 マ ッ ク用 、 ウ ィ ン ドウ ズ 用 と も

に様 々 な もの が あ るが 、マ ック の場 合 、TLG用 の ソ フ トウ ェ ア はLaserGreekとSMK Greekkeys

とい う二 種 類 の市 販 フ ォ ン トを用 い て い る。 これ ら は ソ フ トウ ェア と は別 に購 入 しな けれ ば な らな

い。 ウ ィ ン ドウ ズ 用 のTLG-Workplaceに は 、 ソ フ トウ ェ ア 開 発 元 のSilvermountain社 が 作 っ た

SGreekフ ォ ン トが 付 属 し、 Musaiosで は、 フ リー フ ォ ン トのWINGREEKが 用 い られ て い る 。

 上 記 の フ ォ ン トは、 い ず れ も、 ギ リ シア 文 字 に 独 立 の コー ド を与 え て い るの で は な く、 ラ テ ン文

字 の別 形 と して 、 字 形 の 違 い に よ っ て擬 似 的 に ギ リ シ ア語 を表 現 して い る に過 ぎ な い 。 ウ ィ ン ドウ

ズ、 マ ッ ク と も に ギ リシ ア語 の シス テ ム を備 え て い るが 、 この シ ス テ ム は単 ア ク セ ン トで 気 息 記 号

を持 た な い現 代 ギ リシ ア語 しか 表 示 で きず 、 古 典 ギ リシ ア 語 を 表 す の に は使 え な い 。

 マ ッ ク の場 合 、 言 語 と文 字 は、 字 形 を規 定 す る 「フ ォ ン ト」、 文 字 とキ ー の対 応 を決 定 す る 「キ ー

ボ ー ド配 列 」、 あ る フ ォ ン トが どの 言 語 群 に 属 す る の か を規 定 す る 「ス ク リプ ト」と い う三 つ の 要 素

に よ って 表 現 され る が 、 古典 ギ リシ ア 語 フ ォ ン トは 西 欧 語 ス ク リプ トに対 応 し て い る 。

 この 点 に 関 し て や や事 情 が 異 な るの がLexsisで あ る。 日本 語 シス テ ム上 で 、 Lexisを 用 い て 検 索

を行 う場 合 に は、 フ ォ ン トだ け で な く、Grecanciensと い うWorldScript書 類 お よ びEphesos as

Kadmosと い う キ ー配 列 書 類 を イ ンス トー ル し な け れ ば な らな い。 そ の 後 、 再 起 動 す る と、 言 語 メ

ニ ュー が 図（4）の よ う に変 化 して い る は ず で あ る。文 字 化 け して い る一 番 下 の メ ニ ュ ー が 、Lexis専 用

の 古 典 ギ リ シ ア語 ス ク リプ トに な る。

LEXISが 古典ギ リシア語用のスクリプ ト、フォン ト、

キー配列の三つを備えるということは、マックのシステ

ム上、古典ギ リシア語が独立の一つの言語 として扱われ

ることを意味する。ただし、 この 「古典ギリシア語スク

リプ ト」は、本来インドのOriya語 のためのものであっ

たスクリプ トを転用 したもので、マ ックの現代ギ リシア

語 システムとの互換性 もないし、一般に古典ギ リシア語

のシステム として受 け入れ られているわけで もない。単

にLEXIS内 部 で 通用 す る便 宜 的処 理 にす ぎない。

LEXISも 、外部 ファイル として結果 を出力する場合 には

SMK Greekkeysの フォントを利用す る。

図（4） LEXISイ ン ス トー ル 後 の メ ニ ュ ー



 ウィンドウズでは、コン トロールパネルによって言語の追加 を行 うが、その時にはキーボー ドと

フォン トが追加 され、システムがその言語を認識するようになる。ウィンドウズ用の古典ギリシア

語フォン トも、原則 として英語キーボー ド上で用いられ、現代ギ リシア語のフォントとの互換性 は

ない。

 このようにキーボー ド（キー配列）、フォント、スク リプ トのセッ トによって言語を認識するのは、

様々な文字に同じコー ドが割 り当てられているからである。同じコー ドが、言語によって異なった

文字 を表す ことがあ り、文字コー ドだけではどの言語のどの文字か分か らないのである。同じ文字

コー ドが割 り当てられていようとも、各言語 （のスク リプ ト）に対応 したフォントを用いることで、

ワープロソフ トなどでは、古典ギ リシア語や 日本語を含 めた多言語の混在表示が可能 になる。また、

マックにはStyle、 Tex-Edit Plusを 筆頭にスタイル・フォント情報を維持できるテキストエディタ

が多数存在し、 これらを利用すれば、エディタ上でも多言語混在が可能である。但しエディタを利

用する場合、同系のエディタ同士でないと、スタイル ・フォント情報はうまく伝わらない。

 この事情は既に実用化されたUnicodeに おいては異なって くる。Unicodeは 世界のすべての言語

に固有の文字コー ドを与 えるためのシステムだが、ギ リシア語に関しては、古典ギ リシア文字への

拡張 もなされ、現代ギ リシア語 と古典ギリシア語を同じコー ドで表現す ることが可能になった。ま

た、Unicodeを 利用するならば、フォント・スタイル情報 を持たないプレイ ンテキス トで情報をや

りとりする場合で も、日本語 ・ギ リシア語を含めた多言語の混在が可能になる。

 ウィンドウズ環境では、ギリシア語Unicodeフ ォン トは既に発売 されているがUnicodeに 対応

したTLG検 索ソフ トは現在のところTLG Workplaceの みである。マ ックではUnicode対 応のギ

リシア語 フォントもまだ存在 しない。メール等、「Unicode対 応」をうたうソフトウェアでUnicode

のギリシア語を表示 させると、ギ リシア語はJISの ギリシア文字に置 き換 えられてしまい、アクセ

ン トを伴 う文字は表示 されない。

1,3  Perseus

 PerseusはHypercardを 利用 したギ リシア古典教育 ・研究の総合データベースである。それは、

CD-ROM四 枚か ら構成 され、ホメロスか ら紀元前四世紀 まで、及びス トラボン、パウサニアスなど

若干のそれ以降の作者計31人 （17）の希英対訳の全集テキス ト（ア リス トテレスなど、選集になってい

るものもあるが、紀元前五世紀までの作者 にっいては基本的に全集が収められている）、その各単語

の文法解析、Liddell-Scott Intermediate Dictionary、 インデックス及 び簡単な解説の付いた遺跡 ・

建築 ・彫刻 ・壺絵 ・コインの豊富な写真図版、地図、若干の二次文献などからなる。

 特筆すべきは様々なデータを縦横無尽に結ぶ多彩な検索機能で、た とえば単語に関する検索 とし

ては、変化形からの原形検索、原形、あるいは見出し語の一部 を入力 してのギ リシア語辞典検索、

作者ごとのギリシア語検索 （すべての変化形 を網羅することが可能）、英訳語 によるギリシア語検索、

特定の単語に関しての著者 ごと、あるいは複数著者の頻度調査が可能であり、画像に関しても、す

べての画像が所蔵場所 ・タイプ ・テーマ ・遺跡 ・時代 ・作家などか ら検索可能である。また、テキ

ス トか ら画像、百科事典解説 などへのリンクもなされている。なお、ギ リシア語表示はSMK Greek-

keys系 のフォン トを用いている。

 テキス トから出発すると、われわれは不明な単語 について、原形を調べ、辞書を参照し、その作

者のみならず、任意の作者 における用例や頻度を調べることができ、 また、様々な固有名詞に関し

て、事典的記述、他の著者による記述が即座に参照できる。スタン ドアローンのPerseusの 単語の

変化形解析は、Perseus内 にとどまらず、コピー＆ペース トによって、 SMK-GREEKKEYSフ ォン

トを利用するTLG検 索ソフ ト、あるいはテキス ト書類からも利用することが出来る。この解析は収



録 されているテキス トに関 してはほぼ完壁であ り、若干の収録されていない古典期の著作 と、ルキ

アノスなどのアッティシス トについても実用的だが、メナン ドロス等、古典期より若干時代が下っ

た著作の語彙 は解析できないことも多い。 また、間違いがそのまま放置 されている例 も、数 は少な

いがないわけではない。

        図（5）テキス ト関係の諸画面

（テキス トから単語 を選び変化形分析 を行ない辞 書を参照 させた）

 画像検索は基本的にBrowser画 面から始まり、作品のジャンルに応じて、所蔵場所、時代、素材、

作家、対象のキーワー ドな ど多様な基準による検索が可能であり、その画像の詳細な説明があるだ

けではなく、関連するテキス トや事典の記述 も即座 に参照できる。

 残念ながらスタン ドアロー ンのソフ トウェアとしてのPerseusはHyperCardの スタックとして

開発され、マッキン トッシュ専用であり、それほど高速ではない （ここ数年の機種だ と利用にス ト

レスを感 じることはないが）。ウィン ドウズ とマ ッキントッシュの両方に対応 したCD版 のPerseus

も既に予告され、ずっと高速なものになる筈である。



図（6）Perseusの 画像Browser

1．4 The Database for Classical Bibliography, Gnomon CD

 The Database for Classical Bibliography v.2（ 以 下DCB） （18）はl'Annee Philologiqueの45

巻 か ら60巻 （1974―1989）を デ ー タベ ー ス化 した もの で 、 二 次 文 献 参 照 の た め の デ ー タベ ー ス で あ る。

この デ ー タベ ー ス に は検 索 用 ソ フ トウ ェ アCompLex for Windowsお よ びMacCompLexが 付 属

す る。周 知 の よ う に、l'Annee Philologiqueは 欧 米 圏 の 古 典 研 究 の 簡 単 な 要 約 を含 む書 誌 情 報 誌 で 、

DCBで は 当該 年 度 の この 雑 誌 に収 録 され た書 誌 情 報248399件 の す べ て を収 録 して い る。検 索 は、筆

者 、 タ イ トル、 要 約 を含 む 任 意 の単 語 （ギ リ シア 語 を含 む ）、l'Annee Philologiqueの 巻 ・号 ・ペ ー

ジ 、TLGで の ジ ャ ンル と時 代 な どで可 能 で あ る。 検 索 結 果 は外 部 フ ァイ ル に落 とす こ とが で き る。

 Gnomon CD（19） は ドイ ツの 古 典 雑 誌Gnomonの1925年 の 創 刊 号 か ら1998年 まで の 情 報 を デ ー タ

ベ ー ス 化 した もの で 、22万 件 の書 誌 情 報 を含 む 。 こ の デ ー タベ ー ス の 特 徴 は 、 書 誌 情 報 だ け で な く

Gnomonを 始 め とす る書 評 誌 の書 評 情 報 も含 ん で い る こ と で あ る （20）。た だ しイ ン ター フ ェ イ ス は直

感 的 で は な く、 慣 れ る の に時 間 が か か る。

2 WEB上 の デ ー タベ ー ス

 しか しな が ら、Perseusの よ う な マ ル チ メ デ ィア ・デ ー タベ ー ス で あれ 、 DCBの よ う な二 次 文 献

の 書 誌 情 報 デ ー タベ ー ス で あ れ 、そ れ が 真 価 を発 揮 す る の は、ス タ ン ドア ロー ン よ り もむ しろWEB

上 の デ ー タベ ー ス と して 存 在 して い る時 で あ る。これ らの 情 報 は、日 々蓄 積 され るべ き もの で あ り、

常 に最 新 情 報 が 存 在 す る こ とが 望 ま しい か らで あ る。 そ の点 が 、 「古 代 の ギ リシ ア語 の全 テ キ ス ト」

とい う、基 本 的 に は 固 定 さ れ 、最 終 デー タ量 と して もCD-ROM数 枚 に収 ま る対 象 を扱 うTLGと は

異 な る。

 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 古 典 情 報 は多 岐 に わ た るが 、そ の 大 まか な見 取 り図 は、TLGの サ イ トに あ る

Electronic Resources for Classicists:The Second Generation（21） や 、独 立 の サ イ ト、The Ancient

World Web:The Ultimate Index of All Things Ancient（22） に存 在 す る。



2.1 PerseusのWEBサ イ ト

 Perseusの サ イ トは、 CD-ROM版 と似 た 構 成 、イ ンタ ー フ ェイ ス を持 つ サ イ トで あ る。画 像 の数

は 、CD-ROMに 比 較 し て約 三 分 の二 の16,000に 留 ま るが 、テ キ ス ト及 び テ キ ス トツ ー ル 、二 次 文 献

は よ り充 実 した もの に な っ て い る。 二 次 文 献 で は 、彫 刻 家 や 壺 絵 作 家 に つ い て の エ ッセ イ 、Boston

美術 館 の 壺 絵 カ タ ロ グ 、 ギ リ シ ア語 シ ンタ ッ クス 解 説 、 文 法 書 、 い くつ か の ト ゥキ ュデ ィデ ス 論 、

Frazerの ア ポ ロ ドロ ス要 約 な どが 加 わ って い る 。だ が 、特 筆 す べ き は テ キ ス トツ ー ル の充 実 ぶ りで 、

変 化 形 解 析 ツー ル は ほ ぼ 完 壁 な まで に成 長 し、 中型 辞 典 だ け で な くLiddell-Scott-Jonesの 大 型 の

Greek English Lexicon（ 以 下LSJ） の検 索 も可 能 に な っ た 。 PerseusのLSJは 、 類 義 語 と連 語 関

係 を表 示 す る点 で 書 籍 版 に優 っ て い る。後 者 は、Perseusに 収 録 され た作 家 の 任 意 の 単 語 につ い て 、

そ の 語 の 近 くに現 れ る単 語 を頻 度 順 に並 べ た もの で あ る。 ギ リシ ア語 の 表 示 は、SMK GreekKeys

系 フ ォ ン ト、Sgreekフ ォ ン ト、β コー ド、 ロー マ 字 転 記 、 フ リー のIsminiフ ォ ン トか ら選 択 す る こ

とが 出 来 る。Perseusの サ イ トで ギ リ シア 文 字 を表 示 す るた め に は、 Browserの 設 定 で 、「ユ ー ザ 定

義 」文 字 コ ー ドの 「等 幅 フ ォ ン ト」 に対 して 、 上 記 の ギ リ シア 語 フ ォ ン トを指 定 し、 「表 示 」 の 「文

字 コー ド」 の指 定 を 「ユ ー ザ 定 義 」 に す れ ば よい 。

 こ う した 「テ キ ス トツー ル 」に よ る検 索 は、YAHOOな ど検 索 エ ン ジ ンの 検 索 ペ ー ジ と同 様 、 CGI

Formを 用 い る の で 、 次 の よ うな簡 単 なHTMLフ ァ イ ル を作 る こ とで 、 自分 の パ ソ コ ンの ハ ー ド

デ ィス クか ら直 接Perseusの テ キ ス トツ ー ル を利 用 す る こ とが 出 来 る。

＜HTML＞

＜HEAD＞

＜TITLE＞ ギ リシ ア 語 辞 書 検 索 ＜/ITLE＞

＜/HEAD＞

＜BODY BGCOLOR＝ ”ffffff”＞

＜H3＞ ギ リ シ ア 語 辞 典 検 索 （SMK） ＜/H3＞

＜FORM METHOD＝ “GET”ACTION＝ “http://www.perseus.tufts.edu/cgi-bin/resolveform”

TARGET＝ “text”＞

＜P＞検 索 語 〈INPUT NAME＝ “lookup”TYPE＝ “text”SIZE＝ “20”＞〈SELECT NAME＝ “type” ＞

＜OPTION VALUE＝ “begin”SELECTED＞beginsearch.

＜OPTION VALUE＝ “end”＞endsearch

＜OPTION VALUE＝ “exact” ＞exact match

＜OPTION VALUE＝ “substring” ＞substring

＜／SELECT＞

＜INPUT TYPE_“hidden”VALUE＝“ 2.0”NAME_”author” ＞

＜INPUTTYPE＝ “hidden”NAME＝ “formentry”VALUE＝ “1” ＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “lang”VALUE＝ “Greek” ＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “display”VALUE＝ “SMK” ＞

＜INPUT TYPE＝ “submit”NAME＝ “.submit”VALUE＝ “検 索 ”＞

＜INPUT NAME＝ “name”TYPE＝ “reset”VALUE＝ “リセ ッ ト”＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “options”VALUE＝ “Sort Results Alphabetically” ＞

＜／FORM＞

＜HR ALIGN＝LEFT＞ ＜/P＞

＜H3＞ 変 化 形 分 析 （SMK） ＜/H3＞

＜FORM ACTION＝ “http://www.perseus.tufts.edu/cgi-bin/morphindex”

TARGET＝ “text”METHOD＝ “POST” ＞



＜P＞ 検 索 形

＜INPUT NAME＝ “lookup”TYPE＝ “text”SIZE＝ “30”＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “lang”VALUE＝ “Greek” ＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “corpus”VALUE＝ “2.0”＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “display”VALUE＝ “MK” ＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “formentry”VALUE＝ “1” ＞

＜INPUT TYPE＝ “hidden”NAME＝ “embed”VALUE＝ “2” ＞

＜INPUT TYPE＝ “submit”NAME＝ “.submit”VALUE＝ “解 析 ”＞

＜INPUT NAME＝ “name”TYPE＝ “reset”VALUE＝ “リセ ッ ト”＞

＜/FORM＞

＜/BODY＞

＜/HTML＞

 上 記 はSMKGreekフ ォ ン ト を 用 い て 検 索 す る た め のHTMLフ ァイ ル で あ り、 二 ヵ所 あ る

VALUE＝“SMK” をVALUE＝ “Sgreek” に 変 えれ ば、TLG Workplaceで 用 い られ て い るSgreek

フ ォ ン トに よ る検 索 が 可 能 な フ ァ イ ル に な る。 この フ ァイ ル をNetscape Communicatorで 表 示 し

た 結 果 が 図（7）で あ る。

図（7）ギ リシア語辞書検索 ファイル

 この画 面 の 上 半 分 は、 「ギ リシ ア語 辞 書 検 索 」 で あ り、CD-ROM版PerseusのGreek Lexicon

Entry Searchに 対 応 す る 。辞 書 の見 出 し語 な い しそ の 一 部 を 、ア ク セ ン トや 気 息 記 号 は無 視 して入

力 す る。 前 方 検 索 、 後 方 検 索 、 完 全 一 致 、部 分検 索 が 可 能 で あ り、 任 意 の語 形 を含 む複 合 語 をす べ

て調 べ る こ と も出 来 る。下 半 分 は、変 化 形 解 析 な の で 、テ キ ス トに現 れ た 形 を そ の ま ま入 力 す る と、

原 形 （の 候 補 ） を別 窓 に 表 示 す る 。 先 程 述 べ た よ うに 、 この 解 析 は非 常 に 強 力 で あ り、 古典 期 以 降

の テ キ ス トで もほ ぼ問 題 な く分 析 す る。LexisやPandoraか ら外 部 フ ァイ ル 出 力 に よ って取 り出 し

たSMK-Greek系 フ ォ ン トに よ る ギ リ シア 語 テ キ ス ト、 あ る い はTLG-Workplaceを つ か っ て 取

り出 し たSGreekフ ォ ン トの テ キ ス トか ら、変 化 形 解 析 を行 い 、 LSJや Intermediate Dictionaryを

検 索 す る こ とが 出来 る。

 図（8）は、この 変 化 形 分 析 に ＆凶pπqσ αしを入 力 して 解 析 した 画 面 で あ る。画 面 上 のLSJを ク リ ック

す れ ばLSJの 定 義 が 、 Middle Liddellを ク リ ッ クす れ ばIntermediate Dictionaryの 定 義 が 現 れ る。

マ ッ クの 場 合 、AppleScriptや 市 販 の マ ク ロ作 成 ソ フ トで あ るCEQuickeysを 使 え ば、テ キ ス トか ら

単 語 を コ ピ ー して 変 化 形 解 析 の 窓 に入 力 し、 解 析 を行 い 、LSJの 当 該 単 語 の 定 義 を調 べ る、 とい う



図（8）Perseusの 変 化形 分 析 の 画面

作 業 を 自動 化 す る こ とが 出来 る。ウ ィ ン ド ウズ の 場 合 、TLG Workplaceは ソ フ ト内 部 でPerseusの

Morphological Analysisと の連 携 が 実 現 さ れ て お り、 任 意 の単 語 を選 択 し てShowメ ニ ュ ー か ら

Perseus Morph Analysisを 選 択 す る だ けで 、 Internet Explorerが 立 ち上 が っ て そ の 単 語 の変 化 を

Perseusの サ イ トで 調 べ て くれ る。 た だ し、 Perseusサ イ ト はMusaiosで 用 い られ て い るWIN－

GREEKフ ォ ン トに は対 応 して い な い の で、 Musaios上 の テ キ ス トか らMorphological Analysis

やLSJを 利 用 す る こ とは出 来 な い 。

 な お 、現 在 、WEB上 のPerseusの デ ー タ を利 用 しつつ、 CD-ROM版 のPerseusと ほ ぼ 同 じ構 成

を持 ち、 ウ ィ ン ドウズ とマ ッ ク両 方 に使 え るPerseusTKソ フ トウ ェ ア もPerseusサ イ トか らダ ウ

ン ロ ー ドで き る （23）。 た だ し、 この ソ フ ト を使 う場 合 、 変 化 形 解 析 の 能 力 、 利 用 可 能 な 辞 書 もCD

-ROM版 と同等 で あ り
、 よ り高度 な文 法 解 析 機 能 や 完 全 版 のLSJを 利 用 す る こ と は出 来 な い。

2．2 Gnomon, TOCS-IN, Bryn-Mawr

 古 典 に 関 わ る二 次 文献 検 索 の た め の サ イ ト もい くっ か 存 在 す るが 、GNOMON On-Line（24） と

TOCS IN（25）が 代 表 的 な もの で あ る 。 GNOMONの サ イ トは、 雑 誌GNOMONの 書 誌 情 報16万 件

を著 者 ・タ イ トル ・キー ワ ー ドで検 索 す る こ との 出 来 る もの だ っ た が 、CD-ROM版 のGNOMONと

の 競 合 を避 け る た め、2000年1月 以 降 は 最 近 （1996年 以 降 ） の 書 誌 情 報 の検 索 し か 出 来 な い 、CD

-ROM版 の 補 完 目的 の サ イ トに変 わ っ た
。

 TOCS-INは150以 上 の 雑 誌 の 目 次 （Table of Contents） を 集 め た デ ー タベ ー ス サ イ トで 、1992

年 以 来 ヴ ォ ラ ン テ ィ アで 運 営 され て お り、70以 上 の 雑 誌 が 自発 的 に この サ イ トに 目次 情 報 を提 供 し

て い る。WEBペ ー ジ か ら直 接 に検 索 す る こ と も出 来 る し、 ftpサ イ トを通 じ て 目録 デ ー タ ベ ー ス テ

キ ス トそ の もの をダ ウ ン ロ ー ドす る こ と も出 来 る。 まだ 数 は少 な い が 、 最 近 の論 文 で 、 本 文 や 要 約

が イ ン タ ー ネ ッ ト上 に存 在 す る もの に つ い て は 、 それ へ の リ ン ク も提 供 され て い る。

 もう一 つ 、古 典 関係 の 書 籍 情 報 を調 べ る 時 に重 宝 す る の がBryn-Mawrの 書 評 サ イ ト （26）で あ る 。

Bryn-Mawrは1990年 以 来 、古 典 関 係 の 書 評 メ ー リ ング リス トを運 営 して お り、 この サ イ トか らは 、

メー リン グ リス トへ の 参 加 申 し込 み と と も に、過 去 の 書 評 の全 文 デ ー タベ ー ス の 検 索 が 可 能 で あ る。

2.3 イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 古 典 情 報 の 検 索

 Gnomon, TOCS－INが 書 籍 ・雑 誌 情 報 を検 索 す るサ イ トで あ るの に対 し て、Argos（27） は イ ン ター

ネ ッ ト上 の 古 典 情 報 の 検 索 サ イ トで あ る。古 典 関 係 の 情 報 は、Perseusの サ イ トや 、古 代 世 界 に お け



るジ ェ ン ダー の問 題 をテ ー マ に す るDiotima（28） 、 古 代 演 劇 研 究 ・上 演 情 報 交 換 のDidaskalia（29） な

ど数 多 くの専 門 サ イ トに見 い だ され る だ けで な く、 大 学 の 古 典 研 究 室 の ペ ー ジ に はPDFや テ キ ス

トの 形 で 論 文 を掲 載 して い る もの も多 い。Argosは 、そ う した イ ンタ ー ネ ッ ト上 の古 典 情 報 を包 括

的 に 検 索 す るペ ー ジで あ る。 検 索 に よ っ て情 報 を取 り出 す の で は な く、 ジ ャ ン ル別 に 古典 関係 の イ

ン ター ネ ッ ト情 報 へ の リン ク を集 めた もの と して は、 先 述 のElectronic Resources for Classicists

とThe Ancient World Wide Webが 包 括 的 で あ る。

2,4 Center for Hellenic Studies

 書 籍 を検 索 す る場 合 、わ れ わ れ は様 々 な 図 書 館 のOPACサ ー ビ ス を 公 開 して い るペ ー ジ に頼 る こ

とが 出 来 る。NACSIS Webcat（30）は 日本 の 大 学 図 書 館 のOPAC検 索 を行 な う代 表 的 な サ イ トだ

が 、 古 典 専 門 の 図 書館 に も、OPAC検 索 を公 開 して い る と ころ が あ り、 そ う した 図 書 館 の検 索 も有

益 な場 合 が 多 い。ハ ー ヴ ァー ド大 学 のTrusteeで あ る ワ シ ン トン のCenter for Hellenic Studiesの

図 書 館 の検 索 ペ ー ジ （31）は キ ー ワ ー ド検 索 が 充 実 し て お り、 最 近 の 書 籍 の 場 合 に は 目次 内容 も キー

ワ ー ドに含 まれ て い る の で 、 タ イ トル 以 外 の キー ワ ー ドに よ る検 索 も可 能 で 、 非 常 に便 利 で あ る。
             、

2.6 ウ ェ ブペ ― ジ で の ギ リシ ア 語 表 記

 Netscape CommunicatorはLow ASCIIコ ー ドに 関 し て は 〈FONT FACE＞ タ グ を理 解 す る の

で、 この タ グ を埋 め込 ん で お け ば 、 見 る側 のパ ソ コ ン に 同 じ フ ォ ン トが イ ン ス トー ル され て い る場

合 に ギ リシ ア文 字 を表 示 す る こ とが 可 能 で あ る。 但 し、 ギ リ シア 文 字 の 表 示 にHigh ASCII文 字 を

用 い るSMK Greekkeys系 の フ ォ ン トで は な く、LaserGreek系 の フ ォ ン トを 指 定 し な けれ ば な ら

な い 。 但 し、 ウ ィ ン ドウ ズ とマ ッ クで 一 般 的 な ギ リシ ア語 フ ォ ン トが 異 な る こ とを考 えれ ば、 読 む

側 に 同 じ フ ォ ン トが イ ン ス トー ル さ れ て い る こ とが 合 理 的 に 期 待 で き る 特 別 な 場 合 を除 い て 、

〈FONT FACE＞ タグ で フ ォ ン トを指 定 して ギ リ シ ア語 を 表 示 させ る こ とは望 ま し くな い だ ろ う。

また 、Internet Explorerの マ ッ ク版 は 、 Metaタ グ で 日本 語 が 指 定 され て い る と、 一 部 を 除 き欧 文

フ ォ ン トの指 定 を無 視 す る の で 、 この方 法 で 日本 語 とギ リ シ ア語 を混 在 させ た と き に正 し く表 示 し

ない 。

 イ ン タ ー ネ ッ トで の ギ リ シア 語 と 日本 語 の混 在 の問 題 は、Adobe Acrobat（32） の 登 場 に よっ て 基

本 的 に は解 決 され た 。この ソ フ トウ ェア に よ っ て作 られ るPDFと い う規 格 の フ ァイ ル は 、フ ォ ン ト

の字 形 情 報 を文 書 内部 に埋 め 込 む こ とが で き るの で、 相 手 の コ ン ピ ュ ー タ に当 該 フ ォ ン トが あ るか

ど うか を気 に せ ず にギ リシ ア 語 を含 む 多 言 語 混 在 文 書 を イ ン タ ー ネ ッ ト上 に 掲 示 す る こ とが で き

る。PDFで 作 られ た 文 書 を読 む た め の フ リー ウ ェァAcrobat Readerは 、 PDFがWEB上 で 広 が る

に つ れ て 、大 抵 のパ ソ コ ン に プ リイ ンス トー ル さ れ る よ う に な った 。さ ら に、Netscape Communica-

torやInternet Explorerな どの代 表 的 な ブ ラ ウ ザ は 、 プ ラ グ イ ン を 追 加 す る こ とで ソ フ ト内 部 で

PDFを 表 示 す る よ う に機 能 を拡 張 し、 ギ リ シア語 を含 む 多 言 語 混 在PDF文 書 を正 し く表 示 す る こ

とが で き る。ワー プ ロ ソ フ トに もPDFに よ る書 き 出 し をサ ポ ー トす る もの （33）も登 場 し、そ れ を用

い るな ら、 ワ ー プ ロ ソ フ ト単 体 でPDF書 類 を作 る こ と も 出 来 る。

 フ ォ ン ト ・ス タ イ ル 情 報 を 持 た な い テ キ ス トで の や り と りが 基 本 に な る メ ー リ ン グ リス トや

ニ ュー ス グル ー プ で は、 古 典 ギ リシ ア語 を含 む 多 言 語 混 在 文 書 を 表 示 す る這 切 な方 法 は な く、 ロー

マ字 転 記 を用 い ざ る を得 な い 。



3 ラ テ ン語

 ラ テ ン語 に つ い て 少 し補 っ て お く。 古 典 ラテ ン語 の テ キ ス トデ ー タベ ー ス に は現 在 、PHI＃5.3、

Bibliotheca Teubneriana CD-ROM（34） 、 Poesis（35） な どが あ る （36）。 PHIは 紀 元200年 頃 ま で 、い わ

ゆ る古 典 期 の ラ テ ン語 作 家 の テ キ ス トを集 め た もの で 、360以 上 の作 家 の作 品 が 、ほ ぼ 全 集 で 収 録 さ

れ て い る。検 索 ・ブ ラ ウ ズ に は多 くの 場 合TLG検 索 用 の ソ フ トを 用 い る こ とが で き る （37）。 Biblioth-

eca TeubnerianaはTeubner版 と し て知 られ る ラ テ ン語 シ リー ズ す べ て を電 子 化 す る 予 定 を持 っ

て お り、200以 上 の 作 家 の700以 上 の 作 品 が そ こ に含 まれ る 。 これ に は 、 ウ ィ ン ドウ ズ 用 の検 索 ・ブ

ラ ウ ズ ソ フ トが 付 属 して い る。Poesisは ラ テ ン語 の 詩 の フ ル テ キ ス トデ ー タ ベ ー ス だ が 、三 世 紀 以

降 の 作 品 も多 く含 み 、 その 点 で はPHIを 補 う役 割 を果 た して い る 。 これ に も独 自 のDOSソ フ トが

付 属 し て い る。

 また 、Perseusの ウ ェブ ・サ イ トで はLewis-ShortのLatin Dictionaryを 参 照 す る こ とが 出 来

る 。 ラ テ ン語 の場 合 、 変 化 は ギ リシ ア 語 ほ ど複 雑 で はな い の で 、 変 化 形 か ら原 形 を求 め る の に ソ フ

トウ ェ ア を利 用 す る必 要 は少 な い か も しれ な い が 、Morphological Analysisの た め の サ イ トも存 在

して い る （38）。

 また 、イ ン タ ー ネ ッ トに は フ リー デ ー タ と して 、Cassellの 古 い 羅 英 辞 書 に基 づ く辞 書 が い くつ か

公 開 され て お り、 そ の デ ー タ をマ ッ ク の電 子 ブ ッ ク検 索 ソ フ トJamming用 に 作 り直 した 辞 書 デ ー

タが 私 の サ イ トに あ る （39）。 ラ テ ン語 の テ キ ス トを置 くサ イ トも数 多 い （40）。

結

 筆 者 が 初 め てパ ソ コ ン に触 れ た の は、 片 山報 告 を読 み 、TLGを 利 用 した い と思 っ た か ら だ っ た 。

この 規 模 の テ キ ス トの デ ジ タル 化 は 当時 人 文 科 学 の 他 の 領 域 で は他 に見 られ な い も の で 、 予 想 どお

り、 西 洋 古典 学 は そ の後 も デ ジ タ ル 化 を か な り積 極 的 に推 進 して きた 。 それ は す で に研 究 や 教 育 の

方 法 に大 きな 変 化 を もた ら し て い る。

 当 時 と現 在 を比 較 して 驚 か さ れ る の は ウ ェ ブ に お け る情 報 提 供 の 進 み 具 合 で あ る。Perseusの

ウ ェブ サ イ トは教 育 と研 究 の 両 方 に とっ て 画 期 的 だ った が 、 そ れ 以 後 も、 い くつ もの オ ン ラ イ ン雑

誌 の 創 刊 が あ り、 印刷 メ デ ィア の 雑 誌 も最 新 号 や バ ッ ク ナ ンバ ー をHTML化 、 PDF化 し て オ ン ラ

イ ンで 提 供 し始 め て い る。また 、TLGも 次 世 代 に は ウ ェ ブ上 で の デ ー タ提 供 を予 定 して い る。書 式 、

文 字 コー ド、 テ キ ス トの信 憑性 、 著 作 権 の あ り方 な ど、 オ ン ラ イ ン化 に伴 う問 題 も また 少 な く は な

い が、 この 新 しい メ デ ィア シ フ トに積 極 的 に 関与 して ゆ く こ とは 、 ペ イ シス トラ トス の も とで の ホ

メ ロ ス の 編 纂 とい う第 一 の メ デ ィ ア シ フ トに始 ま り、 諸 写 本 の 分 析 に よ る刊 本 の作 成 とい う第 二 の

メ デ ィ ア シ フ トに よ っ て発 展 した 古 典 研 究 の今 後 に とっ て非 常 に重 要 に な っ て くる だ ろ う。
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